
 

 

第１１０回 姫路市農業委員会総会議事録 

 

開催日時  令和８年（2026年）７月２４日（金） 午後１時３０分から午後３時１７分 

開催場所  姫路市役所 本館１０階 第４会議室 

 

農業委員の出欠状況及び署名委員 

議席番号 氏  名 出 欠 署名委員 備  考 

１ 後 藤 明 彦 出席 ○  

２ 小 林   隆 出席 ○  

３ 森 下 光 春 出席   

４ 大 西 正 紀 欠席   

５ 岡 本 富 博 出席   

６ 船 引 政 則 出席   

７ 嘉ノ海 敏 明 出席   

８ 青 田 俊 則 出席   

９ 沼 田  雄 出席   

10 嶋 田 秀 文 出席   

11 飯 塚 祐 樹 出席   

12 竹 内 己 良 出席   

13 橋 本 静 枝 出席   

14 小 林 弘 行 出席   

15  田 勝 博 出席   

16 竹 内 光 明 出席   

17 福 永 信 幸 出席  会長職務代理者 

18 青 田   誠 出席  会長職務代理者 

19 田 靡 仁 志 出席  会長 

 

その他の出席者   ０名 

 

農業委員会事務局職員  ４名 

 



 

 

議事内容 

議案第１号  農地確認及び非農地確認について 

議案第２号  農地法第３条の規定による許可申請について 

議案第３号  農地法第４条の規定による許可申請について 

議案第４号  農地法第５条の規定による許可申請について 

議案第５号  畑地転換届について 

議案第６号  農地中間管理事業の推進に関する法律第１８条第３項及び第４項による農用

地利用集積等促進計画作成における農業委員会からの意見聴取について 

議案第７号  相続税等納税猶予適格者証明について 

議案第８号  非農地判断について 

報告第１号  農地法第４条の規定による届出の専決について 

報告第２号  農地法第５条の規定による届出の専決について 

報告第３号  合意による解約等の通知について 

報告第４号  県許可案件の許可状況について 

報告第５号  公共事業等による農地の転用について 

報告第６号  農業経営改善計画（認定農業者）の認定について 

 

 （令和８年７月２４日 午後１時３０分） 

 

議  長 予定の方が揃われましたので、只今から、第１１０回総会を開催いたします。 

 

【 議長挨拶 】 

 

現在の出席者数は、農業委員１９名中１８名の出席で過半数に達しており、会

議は成立しております。 

なお、大西正紀委員から欠席の連絡を頂いております。 

 それでは、議案審議に先立ちまして、本日の議事録署名委員を議長より指名さ

せていただいてよろしいでしょうか。 

 

各 委 員 異議なし。 

 

議  長 異議なしの声を得ましたので、本日の議事録署名委員を後藤明彦委員と小林隆

委員にお願いいたします。 

 それでは、これより議案審議に入ります。いずれも慎重審議をよろしくお願い

します。 

 議案第１号「農地確認及び非農地確認」について、事務局から説明をお願いし

ます。 

 

事 務 局 議案第１号（Ｐ１～Ｐ２）を説明する。 

〔農地確認及び非農地確認について〕 

 

この度は、非農地確認の申請が７件提出されております。 

１番です。 

家島町坊勢の畑□□□□につきまして、「平成９年以前から宅地及び庭として

利用している」との申請です。 

２番です。 

勝原区熊見の畑□□□□につきまして、「平成１６年以前から駐車場として利



 

 

用しており、一部は竹藪となっている」との申請です。 

３番です。 

勝原区朝日谷の畑□□□につきまして、「昭和４５年１１月３０日から住宅と

して利用している」との申請です。 

４番です。 

打越の畑□□□□につきまして、「平成１６年以前から駐車場、倉庫敷地とし

て利用している」との申請です。 

５番です。 

香寺町中村の田□□□□につきまして、「昭和６１年以前から建物敷地として

利用している」との申請です。 

６番です。 

香寺町広瀬の田□□□□につきまして、「平成１６年以前からコンテナ敷地と

して利用しており、現在は雑種地となっている」との申請です。 

７番です。 

別所町別所の畑□□□□につきまして、「平成１１年以前より農業用倉庫敷地

および露天駐車場として利用している」との申請です。 

なお、申請地のうちの一部については、□□□□□□□□□□□５条許可を得

て露天駐車場に転用されています。 

現況は、いずれも申請どおりの内容となっており、各担当委員から「適当であ

る」との意見を頂いております。 

各地区農政協議会におきましては、特に問題点は出ておりません。 

以上で説明を終わります。どうぞよろしく、ご審議お願いいたします。 

 

議  長 ありがとうございます。 

只今の事務局の説明について、ご意見、ご質問等はございませんか。 

 

各 委 員 ・・・。 

 

議  長 特にないようですので、この７件についていずれも非農地である、と確認して

よろしいでしょうか。 

 

各 委 員 異議なし。 

 

議  長 ｢異議なし｣の声を得ましたので、いずれも非農地である、と確認いたします。 

 次に、議案第２号「農地法第３条の規定による許可申請」について、事務局か

ら説明をお願いします。 

 

事 務 局 〔農地法第３条の規定による許可申請について〕 

議案第２号（Ｐ２～Ｐ５）を説明する。 

 

この度は、２３件の申請が提出されております。参考資料もあわせてご覧くだ

さい。 

所有権の移転が１３件、使用貸借権の設定が４件で、４番、８番、１０番、１

１番、１２番が市街化区域の案件である外は、いずれも調整区域または都市計画

区域外の案件となっております。申請地は、２２番、２３番が「貸付地」である

外は、いずれも譲渡人・貸人の「自作地」で、譲受人・借人は、いずれも「個

人」となっております。「農地取得後の全部耕作・常時従事」につきましては、

いずれの案件も申請地等に無断転用地等は確認されておらず、申請地の耕作に必

要な機械及び従事者等を確保されております。「通作距離」につきましては、い

ずれも１５km以内となっております。「周辺の農地等の農業上の利用に及ぼす影

響及び措置」につきましては、いずれの案件も「周辺の農業と同様の農業を行う

ので、特に影響はない」ものとの申請となっております。 

それでは、案件毎に申請の概要をご説明いたします。 



 

 

１番から７番につきましては、現在耕作面積が０㎡の新規農家の方の案件で

す。いずれも営農計画書が添付されております。 

１番です。 

広畑区蒲田の畑□□□□につきまして、広畑区蒲田の□□□□□□が、□□□

□□□から「贈与を受けたい」との所有権移転の申請です。作付作物は「露地野

菜」となっております。農業を始めることとなった動機としましては、□□□□

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□□□とのことです。 

なおこの案件、現在耕作面積が０㎡ですが、中南部地区農政協議会では「農家

である父の指導を受けながら営農するため、新規農家の聞き取り調査は必要な

し」との意見となっております。 

２番と３番です。 

網干区大江島の□□□□□□が、網干区大江島の田□□□□□□につきまして

は、□□□□□□から「購入したい」との所有権移転の申請と、網干区大江島の

田□□□□□□につきましては、□□□□□□から「贈与を受けたい」との所有

権移転の申請です。作付作物は「水稲」となっております。農業を始めることと

なった動機としましては、□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□と

のことです。 

なおこの案件、現在耕作面積が０㎡ですが、中南部地区農政協議会では「農家

である父の指導を受けながら営農するため、新規農家の聞き取り調査は必要な

し」との意見となっております。 

４番です。 

砥堀の田□□□□につきまして、加古川市の□□□□□□と砥堀の□□□□□

□兄弟が、□□□□□□□□□□□□□□□□□□から「遺贈を受けたい」との

所有権移転の申請です。譲受人のうち１名の住所が加古川市ですが、もう１名の

譲受人は当該農地がある集落内に居住しており、協力しながら耕作するとのこと

です。作付作物は「じゃがいも、にんじん、玉ねぎ等」となっております。農業

を始めることとなった動機としましては、□□□□□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□とのことです。 

なおこの案件、現在耕作面積が０㎡ですが、中南部地区農政協議会では「これ

までも申請地の管理を行ってきており、今後も問題なく営農できると判断し、新

規農家の聞き取り調査は必要なし」との意見となっております。 

５番です。 

北原の畑□□□□につきまして、白浜町神田二丁目の□□□□□が、□□□□

□□から「購入したい」との所有権移転の申請です。作付作物は「いちご、じゃ

がいも」となっております。農業を始めることとなった動機としましては、□□

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□とのことです。 

なおこの案件、現在耕作面積が０㎡ですが、中南部地区農政協議会では「申請

者が事業を行っている隣地での耕作であり、畑作で面積も小さいため、新規農家

の聞き取り調査は必要なし」との意見となっております。 

６番です。 

安富町狭戸の田□□□□□□□□□につきまして、安富町安志の□□□□□□

が、□□□□□□から「借り受けたい」との使用貸借権設定の申請です。作付作

物は「水稲」となっております。農業を始めることとなった動機としましては、

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□



 

 

□□□□□□とのことです。 

なおこの案件、現在耕作面積が０㎡ですが、北西部地区農政協議会では「農

家である父の指導を受けながら営農するため、新規農家の聞き取り調査は必要

なし」との意見となっております。 

７番です。 

飾東町佐良和の田□□□□につきまして、飾東町佐良和の□□□□□□が、□

□□□□□から「購入したい」との所有権移転の申請です。作付作物は「水稲」

となっております。農業を始めることとなった動機としましては、□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□とのことです。 

なおこの案件、北東部地区農政協議会では「新規農家の聞き取り調査は必

要」との意見となっております。 

８番以降につきましては、既に耕作面積がある方の案件です。 

８番です。 

網干区田井の田□□□につきまして、網干区田井の□□□□□が、□□□□□

□から「贈与を受けたい」との所有権移転の申請です。この件許可されますと、

耕作面積は□□□□になる予定です。作付作物は「玉ねぎ、大根、にんじん」と

なっております。 

９番です。 

勝原区朝日谷の田□□□□□□□□□につきまして、勝原区朝日谷の□□□□

□□が、父である□□□□□□から「借り受けたい」との使用貸借権設定の申請

です。同一農家台帳内での権利移動であるため、許可後の耕作面積に変動はあり

ません。作付作物は「柿、ぶどう、キウイ、みかん、なし、なつめ、くるみ、レ

モン、じゃがいも」となっております。なお、申請地に設置されている農業用倉

庫については、引き続き使用するとして則２９条確認願が同時に提出されていま

す。 

１０番です。 

奥山の田□□□□□につきまして、奥山の□□□□□□が、□□□□□から

「贈与を受けたい」との所有権移転の申請です。この件許可されますと、耕作面

積は□□□□になる予定です。作付作物は「露地野菜」となっております。 

１１番です。 

手柄の田□□□□□□□につきまして、手柄の□□□□□□が、□□□□□□

から「購入したい」との所有権移転の申請です。この件許可されますと、耕作面

積は□□□□□□になる予定です。作付作物は「露地野菜」となっております。 

１２番です。 

砥堀の田□□□□につきまして、砥堀の□□□□□が、□□□□□□から「購

入したい」との所有権移転の申請です。この件許可されますと、耕作面積は□□

□□□□になる予定です。作付作物は「露地野菜」となっております。 

１３番です。 

安富町塩野の田□□□□□□□□□につきまして、安富町塩野の□□□□□□

が、□□□□□□から「購入したい」との所有権移転の申請です。この件許可さ

れますと、耕作面積は□□□□□□□になる予定です。作付作物は「水稲」とな

っております。 

１４番です。 

夢前町又坂の畑□□□□□□につきまして、夢前町又坂の□□□□□□が、□

□□□□□から「贈与を受けたい」との所有権移転の申請です。この件許可され

ますと、耕作面積は□□□□になる予定です。作付作物は「露地野菜」となって

おります。 

１５番です。 

夢前町玉田の畑□□□□につきまして、土山二丁目の□□□□□□が、□□□

□□□□から「購入したい」との所有権移転の申請です。この件許可されます

と、耕作面積は□□□□□□になる予定です。作付作物は「ピーナッツ、大根、



 

 

大豆、野菜等」となっております。 

１６番です。 

夢前町前之庄の田□□□□□□□□□につきまして、夢前町前之庄の□□□□

□が、□□□□□□から「贈与を受けたい」との所有権移転の申請です。この件

許可されますと、耕作面積は□□□□□□になる予定です。作付作物は「水稲、

露地野菜」となっております。 

１７番です。 

太市中の田□□□□につきまして、太市中の□□□□□□が、□□□□□から

「購入したい」との所有権移転の申請です。この件許可されますと、耕作面積は

□□□□□□になる予定です。作付作物は「水稲」となっております。 

１８番です。 

相野の田□□□□□□□□□につきまして、西脇の□□□□□□が、□□□□

□から「購入したい」との所有権移転の申請です。この件許可されますと、耕作

面積は□□□□□□□になる予定です。作付作物は「果樹」となっております。 

１９番と２０番です。 

船津町の□□□□□□が、船津町の田□□□□□□□につきまして、□□□□

□□□□から「贈与を受けたい」との所有権移転の申請です。この件許可されま

すと、耕作面積は□□□□になる予定です。作付作物は「露地野菜」となってお

ります。 

２１番です。 

船津町の田□□□□につきまして、船津町の□□□□□□が、□□□□□□か

ら「購入したい」との所有権移転の申請です。この件許可されますと、耕作面積

は□□□□□□になる予定です。作付作物は「露地野菜」となっております。 

２２番と２３番につきましては、農地に設定された利用権が終期を迎えたこと

からの切り替え更新手続き分の案件となっております。どちらも現在の借人が引

き続き借り受けて耕作されるものとの申請となっており、使用貸借権の再設定と

なっております。許可後の耕作面積に変動はありません。 

いずれの案件も、各地区農政協議会におきましては、特に問題点は出ておりま

せん。 

以上で説明を終わります。どうぞよろしく、ご審議お願いいたします。 

 

議  長 ありがとうございます。 

 只今の事務局の説明について、ご意見、ご質問等はございませんか。また、報

告や補足説明等ございますか。 

 

各 委 員 ・・・。 

 

議  長 特にないようですので、それでは、総会規定に基づき、採決します。この２３

件についていずれも許可相当と判断される方は挙手をお願いします。 

 

各 委 員 （全員挙手） 

 

議  長 全員の挙手をいただきましたので、いずれも許可相当といたします。 

 次に、新規農家の聞き取り調査について、事務局からの説明もありましたが、

各地区農政協議会の意見では、７番については必要、１番から６番については必

要なし、との意見でした。こちらについて何かご意見等ありますでしょうか。 

 

各 委 員 ・・・。 

 

議  長 特にないようですので、７番について、８月５日に来ていただいて新規農家の

聞き取り調査を実施することとします。 

 続きまして、議案第３号「農地法第４条の規定による許可申請」について、

事務局から説明をお願いします。 



 

 

 

事 務 局 議案第３号（Ｐ６）を説明する。 

〔農地法第４条の規定による許可申請について〕 

 

この度は、１件の申請が提出されております。参考資料もあわせてご覧くださ

い。 

１番です。 

調整区域の香寺町田野の田□□□□につきまして、「農家住宅を建築し、露天

駐車場と露天農作業用機械置き場と農作業場を設置したい」との転用の申請で

す。申請地の農地区分は、公共施設であるＪＲ香呂駅から近距離の「第２種農

地」に該当すると考えております。「事業内容」につきましては、□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□となっ

ております。「転用に必要な資力」につきましては、確保されております。「周

辺農業への支障のおそれ」につきましては、転用目的に照らして汚水の排水等は

認められないことから、周辺農業への支障はないものと考えております。 

北東部地区農政協議会におきましては、特に問題点は出ておりません。本日の

審議の結果を意見として、県に送付したいと考えております。 

 

 〔農地法施行規則第２９条第１号の確認について〕 

続きまして、農地法施行規則第２９条第１号の確認について、ご説明いたし

ます。２００㎡未満の農地を農業用倉庫などの農業用施設用地に利用する場合

は、農地法第４条の規定による県知事の転用許可は不要となっていますが、こ

れに該当することの確認願として２件提出されております。 

どちらも、「周辺農業への支障のおそれ」につきましては、転用目的に照ら

して汚水の排水等は認められないことから、周辺農業への支障はないものと考

えております。 

１番です。 

勝原区朝日谷の田の一部□□につきまして、「農業用倉庫として利用した

い」との確認申請です。現況はすでに「農業用倉庫」となっております。 

２番です。 

船津町の田の一部□□□□□□□につきまして、「農業用倉庫、進入路とし

て利用したい」との確認申請です。現況は「田」となっております。 

どちらの案件も、中南部地区及び北東部地区農政協議会におきましては、特

に問題点は出ておりません。 

以上で説明を終わります。どうぞよろしく、ご審議お願いいたします。 

 

議  長 ありがとうございました。 

 只今の事務局の説明について、ご意見、ご質問等はございませんか。 

 

各 委 員 ・・・。 

 

議  長 特にないようですので、それでは農地法第４条許可申請の案件１件について、

採決します。許可相当と判断される方は挙手をお願いします。 

 

各 委 員 （全員挙手） 

 

議  長 全員の挙手をいただきましたので、許可相当とします。 

 次に、則２９条第１号確認の案件２件について、どちらも確認してよろしい

でしょうか。 

 

各 委 員 異議なし。 

 



 

 

議  長 「異議なし」の声を得ましたので、どちらも確認することとします。 

 続きまして、議案第４号「農地法第５条の規定による許可申請」について、

事務局から説明をお願いします。 

 

事 務 局 議案第４号（Ｐ７～Ｐ８）を説明する。 

〔農地法第５条の規定による許可申請について〕 

 

この度は、６件の申請が提出されております。参考資料もあわせてご覧くだ

さい。 

いずれも調整区域の案件となっております。「代替地の有無」につきまして

は、いずれも「他に事業目的に適した代替地はない」となっており、「転用に

必要な資力」につきましては、いずれも確保されております。「周辺農業への

支障のおそれ」につきましては、いずれも転用目的に照らして汚水の排水等は

認められないことから、周辺農業への支障はないものと考えております。 

それでは案件ごとに、申請の概要をご説明いたします。 

１番です。 

広畑区西蒲田の田□□□□につきまして、□□□□□□が、「譲り受けて、

露天駐車場にしたい」との転用の申請です。申請地の農地区分は、公共施設で

ある姫路バイパスの姫路西インターチェンジから至近距離の「第３種農地」に

該当すると考えております。「事業内容」につきましては、□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□□となっております。 

２番です。 

書写の田□□□□につきまして、□□□□□□□□が、「譲り受けて、進入

路、運動場にしたい」との転用の申請です。申請地の農地区分は、集団性のあ

る農地等の「第１種農地」に該当すると考えておりますが、不許可の例外であ

る「既存施設の２分の１以下の拡張」に該当するものとして申請されておりま

す。「事業内容」につきましては、□□□□□□□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□

□□となっております。「他の許可等を受ける必要」につきましては、河川等

占用使用許可済、法定外道路占用許可済となっております。 

３番です。 

刀出の田□□□□につきまして、□□□□□□が、「譲り受けて、太陽光発

電設備を設置したい」との転用の申請です。申請地の農地区分は、上下水道

管、ガス管のうち２種類以上が埋設されている道路の沿道かつ近距離に２以上

の教育施設、医療施設等が存在の「第３種農地」に該当すると考えておりま

す。「事業内容」につきましては、□□□□□□□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□となっておりま

す。 

なお、農区長及び水利権者の同意書の添付がありませんが、同意の押印がも

らえない理由が、想定される付近の営農への支障や災害の発生のおそれとは無

関係な理由によるものであるとして、代わりに区域区分確認書が提出されてお

りますので、説明します。 

この案件につきましては、申請者は当初、申請地が所在する刀出農区長を訪

れたが当農区に所属していないとの説明を受け、次に隣の打越の農区長を訪れ

たが打越農区に属していないため同意ができないとの回答で、このことについ

て打越農区長から提出された区域区分確認書が添付されています。なお、事務

局において刀出農区長に確認したところ、刀出農区長からも同様の回答で、刀

出農区に属していないため関与はできないとのことでした。 

また、申請地に隣接する農地の所有者・耕作者の２名のうち１名につきまし

て、同意書の添付がありませんが、同意の押印がもらえない理由が、想定され

る付近の営農への支障や災害の発生のおそれとは無関係な理由によるものであ



 

 

るとして、代わりに経緯報告書（疎明書）が提出されておりますので、朗読し

ます。 

《経緯報告書（疎明書）を朗読》 

なお、事務局において現地確認しましたが、自宅を訪問したところ空き家の

様相で居住されている様子はなく、所有者と会うことはできませんでした。 

４番です。 

船津町の田□□□□につきまして、□□□□□□□□□が、「使用貸借契約

で借り受けて、一般住宅を建築し、露天駐車場を設置したい」との転用の申請

です。申請地の農地区分は、集団性のある農地等の「第１種農地」に該当する

と考えておりますが、不許可の例外である「集落に接続して設置される日常生

活上等必要な施設」に該当するものとして申請されております。「事業内容」

につきましては、□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□となっております。「他の許可等を受ける必要」

につきましては、建築許可が申請済となっております。 

５番です。 

香寺町溝口の田□□□□につきまして、□□□□□□が、「使用貸借契約で

借り受けて、一般住宅を建築し、露天駐車場と車庫を設置したい」との転用の

申請です。申請地の農地区分は、集団性のある農地等の「第１種農地」に該当

すると考えておりますが、不許可の例外である「集落に接続して設置される日

常生活上等必要な施設」に該当するものとして申請されております。「事業内

容」につきましては、□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□□□□□□となっております。「他の許可等を受

ける必要」につきましては、建築許可が申請済となっております。 

６番です。 

豊富町神谷の畑、田□□□□□□□につきまして、□□□□□□が、「譲り

受けて、一般住宅を建築し、露天駐車場と屋外物干し場を設置したい」との転

用の申請です。申請地の農地区分は、住居等が連たんする区域に近接かつ農地

の集団規模１０ｈａ未満の「第２種農地」に該当すると考えております。「事

業内容」につきましては、□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□となっております。「他

の許可等を受ける必要」につきましては、建築許可が申請済となっておりま

す。 

いずれの案件も、各地区農政協議会におきましては、特に問題点は出ており

ません。本日の審議の結果を意見として、県に送付したいと考えております。 

 

 〔農地法施行規則第５３条の協議及び確認について〕 

続きまして、農地法施行規則第５３条の協議及び確認について、ご説明いた

します。 

電気事業者や認定電気通信事業者などが、その事業のために農地を利用する

場合、農地法第５条の規定による県知事の転用許可は不要ですが、事前に県知

事と協議をするか農業委員会へ届出をすることとなっており、この度は２件の

申出が提出されております。 

１番が調整区域の案件、２番が都市計画区域外の案件となっております。

「周辺農業への支障のおそれ」につきましては、どちらも農業上の土地利用と

の調整を十分に行っているとの報告を受けております。 

１番です。 

網干区興浜と網干区浜田の畑□□□□□□□□□□□□□につきまして、□

□□□□□□□□□□が「借り受けて、鉄塔建替工事に先立つ地質調査のため

のボーリング工事用地として一時的に利用したい」との一時転用の申出です。

転用期間は、令和８年１１月３０日までとなっております。「事業内容」につ

きましては、□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□



 

 

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□となっております。 

２番です。 

安富町三坂の田の一部□□□□□につきまして、□□□□□□□□□□が

「借り受けて、モバイル基地局として利用したい」との転用の申出です。「事

業内容」につきましては、□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□□□となっております。 

どちらの案件も、中南部地区及び北西部地区農政協議会におきましては、特

に問題点は出ておりません。 

以上で説明を終わります。どうぞよろしく、ご審議お願いいたします。 

 

議  長 ありがとうございました。 

 只今の事務局の説明について、ご意見、ご質問等はございませんか。 

 

委  員 農地法第５条の規定による許可申請の３番について補足説明をしますと、□

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□ 

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□□□□そもそも農区に属さない農地が存在するの

かどうか。農区の同意がない案件でも許可はされるのですか。 

 

事 務 局 農業委員会事務局では、どの農地がどの農区に属しているかという正確な情

報は持っていません。農地転用の許可申請にあたっては、被害防除措置の妥当

性を判断する書類として地元農区水利の同意書の添付を求めていますが、いず

れの農区にも所属していないということであれば、いずれの農区にも影響はな

いものとの認識になろうかと思います。 

 

委  員 農地法上の問題がなければ転用は許可されることは理解しているのですが、

このようなことが多発し、農地法上問題がないとして転用を許可して、太陽光

発電設備が設置された後に周辺の住民から苦情が出た際には、許可をした農業

委員会に責任はないのでしょうか。 

 

委  員 農地の権利が相続などで移動していく中で、所有者が農業をせず放置した

り、農地法の手続きを取らず転用したりしていることがあり、農区長も情報が

引き継がれず、所有者や経緯がわからなくなっている場合があります。本来

は、農区長が普段から野帳に載っているかなど、状況を確認しておくべきもの

だと思います。 

 

委  員 今後は、農区に所属しない農地が存在するという認識でなければならないの

でしょうか。 

 

事 務 局 農家でない方が農区長を務めざるを得ない地域もあると聞いています。後ほ

ど説明する市街化区域での転用届出の案件においても、農地の所在地と所有者

の住所が離れており、どちらの農区水利からも属していないとの回答があった

結果、農区水利の同意書の添付がない案件が１件ありました。 

 

委  員 農地法第５条の規定による許可申請の２番について補足説明をしますと、□

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□

□□この度の転用理由として、通学路にも指定されている施設周辺の道が狭

く、危険だとの苦情を受けて駐車場や進入路の配置を見直すとのことですが、



 

 

駐車場を拡大すると車両の通行量が増えてさらに危険が増す恐れがあるのでは

ないかと懸念しています。この度の転用により苦情の内容が解決すると地元自

治会等に納得いただいた、との同意書等の添付があればいいのですが。 

 

事 務 局 転用後の事業で何らかの問題が発生した場合は、農地法ではない当該事業を

管轄する法令により対応されることになります。ただ、今回の件を施設と地域

が良好な関係を築くきっかけにできればとも思いますので、申請者には地域と

何らかの協定が結べないか働きかけてみたいと思います。 

 

議  長 ほかに、なにかございますか。 

 

各 委 員 ・・・。 

 

議  長 特にないようですので、それでは農地法第５条許可申請の案件６件について、

採決します。この６件についていずれも許可相当と判断される方は挙手をお願い

します。 

 

各 委 員 （全員挙手） 

 

議  長 全員の挙手をいただきましたので、いずれも許可相当とします。 

 次に、則５３条の協議及び確認の案件２件について、どちらも確認してよろ

しいでしょうか。 

 

各 委 員 異議なし。 

 

議  長 「異議なし」の声を得ましたので、どちらも確認することとします。  
続きまして、議案第５号「畑地転換届」について、事務局から説明をお願い

します。 

 

事 務 局 議案第５号（Ｐ９）を説明する。 

〔畑地転換届について〕 

 

この度は、１件の届出が提出されております。 

市街化区域の御立東四丁目の田及び調整区域の御立東五丁目の田□□□□□

□□につきまして、「水利の便が悪く、水稲耕作に適さないため」との届出で

す。 

担当委員から「農地として適正に造成されると判断される」との意見を頂い

ております。中南部地区農政協議会におきましては、特に問題点は出ておりま

せん。 

以上で説明を終わります。どうぞよろしく、ご審議お願いいたします。 

 

議  長 事務局の説明その他について、ご意見、ご質問等ございませんか。 

 

各 委 員 ・・・。 

 

議  長 特にないようですので、承認することでよろしいでしょうか。 

 

各 委 員 異議なし。 

 

議  長 「異議なし」の声を得ましたので、承認いたします。  
続きまして、議案第６号「農地中間管理事業の推進に関する法律第１８条第

３項及び第４項による農用地利用集積等促進計画作成における農業委員会から

の意見聴取」について、事務局から説明をお願いします。 



 

 

 

事 務 局 議案第６号（Ｐ１０～Ｐ１７）を説明する。 

〔農地中間管理事業の推進に関する法律第１８条第３項及び第４項による農

用地利用集積等促進計画作成における農業委員会からの意見聴取について〕 

 

農地中間管理事業にかかる農地の貸し借りにつき、農地中間管理機構である

公益社団法人ひょうご農林機構から、農用地利用集積等促進計画を県知事へ認

可申請するにあたり、農業委員会の意見を求められているものでございます。

農業委員会としましては、農地法３条の許可基準を準用して、意見についての

ご審議をいただくことになります。 

この度の権利設定は、全体として、合計が「１１７件、１８６筆、２５７，

３１９㎡」の計画となっており、このうち、新規の設定は「１３件、１５筆、

１６，７４５㎡」となっております。 

案件の説明に当たりまして、農業委員会等に関する法律第３１条の規定によ

り、「自己又は同居の親族若しくはその配偶者に関する事項については、その

議事に参与することができない」こととされております。９０番が□□□□□

□の案件、１０２番から１０４番が□□□□□□□□□□□□□の案件、１０

５番から１０８番が□□□□□□の案件となっておりますので、まず、その外

の案件からご審議をお願いいたします。別紙参考資料をご覧ください。 

１番から８９番、９１番から１０１番、１０９番から１１７番について、全

体として、合計が「１０９件、１７８筆、２４２，８５５㎡」の計画となって

おり、このうち、新規の設定は「１３件、１５筆、１６，７４５㎡」となって

おります。 

各地区農政協議会におきましては、特に問題点は出ておりません。本日の審

議の結果を、ひょうご農林機構へ送付したいと考えております。 

以上、農用地利用集積等促進計画への意見につきまして、よろしくご審議お

願いいたします。 

 

議  長 ありがとうございました。  
只今の事務局の説明について、ご意見、ご質問等はございませんか。 

 

各 委 員 ・・・。 

 

議  長 特にないようですので、異議なしとすることでよろしいでしょうか。 

 

各 委 員 異議なし。 

 

議  長 ｢異議なし｣の声を得ましたので、異議なしとします。 

  
［□□□□□□の案件］ 

議  長 それでは、□□□□□□、ご退室をお願いします。 

  
【□□□□□□ 退室】 

 

事 務 局 それでは、９０番についてご説明いたします。 

使用貸借権の再設定が「１件、１筆、１，５６９㎡」となっております。北

西部地区農政協議会におきましては、特に問題点は出ておりません。 

以上、どうぞよろしくご審議お願いいたします。 

 

議  長 只今の事務局の説明について、ご意見、ご質問等ございませんか。 

 

各 委 員 ・・・。 



 

 

 

議  長 それでは、異議なしとすることでよろしいでしょうか。 

 

各 委 員 異議なし。 

 

議  長 ｢異議なし｣の声を得ましたので、異議なしとします。 

  
【□□□□□□ 入室】 

 

議  長 □□□□□□の案件は異議なしとなりましたので報告します。 

  
［□□□□□□関係の案件］ 

議  長 それでは、□□□□□□、ご退室をお願いします。 

  
【□□□□□□ 退室】 

 

事 務 局 それでは、１０２番から１０４番についてご説明いたします。 

使用貸借権の再設定が「３件、３筆、２，４８６㎡」となっております。北

東部地区農政協議会におきましては、特に問題点は出ておりません。 

以上、どうぞよろしくご審議お願いいたします。 

 

議  長 只今の事務局の説明について、ご意見、ご質問等ございませんか。 

 

各 委 員 ・・・。 

 

議  長 それでは、異議なしとすることでよろしいでしょうか。 

 

各 委 員 異議なし。 

 

議  長 ｢異議なし｣の声を得ましたので、異議なしとします。 

  
【□□□□□□ 入室】 

 

議  長 □□□□□□の案件は異議なしとなりましたので報告します。 

  
［□□□□□□の案件］ 

議  長 それでは、□□□□□□、ご退室をお願いします。 

  
【□□□□□□ 退室】 

 

事 務 局 それでは、１０５番から１０８番についてご説明いたします。 

使用貸借権の再設定が「４件、４筆、１０，４０９㎡」となっております。

北西部地区農政協議会におきましては、特に問題点は出ておりません。 

以上、どうぞよろしくご審議お願いいたします。 

 

議  長 只今の事務局の説明について、ご意見、ご質問等ございませんか。 

 

各 委 員 ・・・。 

 

議  長 それでは、異議なしとすることでよろしいでしょうか。 

 



 

 

各 委 員 異議なし。 

 

議  長 ｢異議なし｣の声を得ましたので、異議なしとします。 

  
【□□□□□□ 入室】 

 

議  長 □□□□□□の案件は異議なしとなりましたので報告します。 

  
次に、議案第７号「相続税等納税猶予適格者証明」について、事務局から説

明をお願いします。 

 

事 務 局 議案第７号（Ｐ１８）を説明する。 

〔相続税等納税猶予適格者証明について〕 

 

今月は、証明願が１件出ております。 

御立北一丁目の□□□□□□が所有されていました農地１０筆のうち市街化

区域の農地６筆を同居の妻であります□□□□□□が相続するというもので

す。農地の利用状況は、畑作をされる予定です。 

中南部地区農政協議会では、適当であるとの意見をいただいております。 

適格者証明書の交付の可否について、ご審議いただきますようお願いいたし

ます。 

 

議  長 ありがとうございます。 

只今の事務局の説明について、ご意見、ご質問等はございませんか。 

 

各 委 員 ・・・。 

 

議  長 それでは、承認することでよろしいでしょうか。 

 

各 委 員 異議なし。 

 

議  長 ｢異議なし｣の声を得ましたので、承認いたします。  
次に、議案第８号「非農地判断」について、事務局から説明をお願いしま

す。 

 

事 務 局 議案第８号（Ｐ１９～Ｐ２３）を説明する。 

〔非農地判断について〕 

 

国の運用通知に基づき、長期間の耕作放棄により森林化が進むなど再生利用

が著しく困難な土地について、所有者の申請を待たず、実態に即した農地台帳

の適正化を図るため、非農地判断を行うものです。なお、本年は５年に一度の

農振農用地指定区域の見直し時期に当たっており、農政総務課から山林化して

いる農用地について見直しの手順として非農地判断を実施するよう要請を受

け、事務局で現地確認を校区ごとに順次実施しているところです。 

今月は飾東町での現地確認の結果、山林化していると確認された農地、３３

件５９筆、合計１９，５３６㎡について、非農地判断をしたいと考えていま

す。現地はいずれも山林化しており、北東部地区農政協議会では非農地判断す

ることはやむを得ないとの意見をいただいており、当該農地が所属する農区の

農区長にも意見を求め、非農地判断の実施について同意をいただいています。 

資料記載の農地について非農地判断することの可否についてご審議お願いし

ます。 

 

議  長 ありがとうございます。 



 

 

只今の事務局の説明について、ご意見、ご質問等はございませんか。 

 

委  員 非農地判断後、農地が農地台帳から削除されますが、登記はどうなります

か。 

 

事 務 局 所有者に非農地判断をしたとの通知をお送りしますので、その通知を持って

各自で法務局にて地目変更を行っていただくことになります。法務局にも同様

の通知を送るのですが、姫路支局の登記官と協議したところ、農業委員会から

の通知だけでは地目変更しないとのことでした。また、資産税課にも同様の通

知をするのですが、こちらに関しては通知に基づき課税地目を変更するとのこ

とでした。 

 

委  員 所有者から非農地判断をしてほしいとの申出があったのですか。 

 

事 務 局 所有者からの申出はありません。今回は山林化した農用地区域の見直しの関

係で農政総務課からの要請を受けておこなうものです。 

 

議  長 ほかに、なにかございますか。 

 

各 委 員 ・・・。 

 

議  長 それでは、承認することでよろしいでしょうか。 

 

各 委 員 異議なし。 

 

議  長 ｢異議なし｣の声を得ましたので、承認いたします。  
ここからは、報告事項となります。 

報告第１号「農地法第４条の規定による届出の専決」について、事務局から

説明をお願いします。 

 

事 務 局 報告第１号（Ｐ２４～Ｐ２７）を説明する。 

〔農地法第４条の規定による届出の専決について〕 

 

市街化区域内農地の４条転用案件で、この度は、６月５日から７月９日の間に

受け付けたもの１８件につきまして、法定要件を満たしており、特に問題がない

ものとして、事務局長専決により受理書を交付しましたことをご報告いたしま

す。 

 

議  長 ありがとうございます。ご意見ご質問等はありますか。 

 

各 委 員 

 

・・・。 

議  長 特にないようですので、確認といたします。 

 次に、報告第２号「農地法第５条の規定による届出の専決」について、事務局

から説明をお願いします。 

 

事 務 局 報告第２号（Ｐ２８～Ｐ３４）を説明する。 

〔農地法第５条の規定による届出の専決について〕 

 

市街化区域内農地の５条転用案件で、こちらも、６月５日から７月９日の間

に受け付けたもの３５件につきまして、法定要件を満たしており、特に問題が

ないものとして、事務局長専決により受理書を交付しましたことをご報告いた



 

 

します。 

なお、２７番の案件ですが、農区水利同意書の添付がなく、その代わりに上

申書が添付されています。その理由は「所有者が地元の住民ではないことで、

地元農区水利に属しておらず、耕作割りの納付や共同活動といった農区水利と

の関わりも全くないので、同意をもらえない。」とのことです。法定添付書類

は添付されており、同意書を提出しない理由が周辺の農業上の問題ではないこ

とは農区長への聞き取りにより確認でき、担当委員と現地調査を行い担当委員

の了解も得られたため、姫路市農業委員会申し合わせ事項「農区長同意が添付

されていない農地転用届について」に基づき、事務局長専決により受理書を交

付しておりますことを報告いたします。 

 

議  長 ありがとうございます。何かご質問等はございませんか。 

 

各 委 員 ・・・。 

 

議  長 ないようですので、確認とすることでお願いします。 

 次に、報告第３号「合意による解約等の通知」について、事務局から説明をお

願いします。 

 

事 務 局 報告第３号（Ｐ３５）を説明する。 

〔合意による解約等の通知について〕 

 

合意による解約等の通知について、この度は、使用貸借契約の解約の通知が１

件ありましたことを、ご報告いたします。 

 

議  長 ありがとうございます。何かご質問等はございませんか。 

 

各 委 員 ・・・。 

 

議  長 ないようですね。確認をお願いします。 

 次に、報告第４号「県許可案件の許可状況」について、事務局から説明をお願

いします。 

 

事 務 局 報告第４号（Ｐ３５）を説明する。 

〔県許可案件の許可状況について〕 

 

県許可案件の許可状況について、６月１８日付けで２件に許可が下り、既に

許可証を交付しておりますことを、ご報告いたします。 

 

議  長 ありがとうございます。何かご質問等はございませんか。 

 

各 委 員 ・・・。 

 

議  長 ないようですね。確認をお願いします。 

 次に、報告第５号「公共事業等による農地の転用」について、事務局から説明

をお願いします。 

 

事 務 局 報告第５号（Ｐ３６）を説明する。 

〔公共事業等による農地の転用について〕 

 

農地を農地以外のものに転用する場合には、県知事の許可を受ける必要があり

ますが、国や自治体が公共事業等で農地転用する場合には、許可が不要となりま



 

 

す。ただし、事前に農業委員会に対し報告することとされています。 

この度は、１件の報告書が提出されております。 

１番です。 

都市計画区域外の夢前町玉田の田□□□□□□□□□につきまして、□□□□

□□□□□□□□より「夢前川の改修工事で一時的に土砂仮置き、大型土のう保

管、護床ブロック保管場所に利用したい」との報告です。 

令和７年９月１７日に報告があった案件の期間の延長で、令和８年７月３１日

に終了する予定だったものが、令和９年３月３１日まで延長することになったと

の報告です。 

以上、公共事業等による農地の転用につきましてご報告いたします。 

 

議  長 ありがとうございます。何かご質問等はございませんか。 

 

各 委 員 ・・・。 

 

議  長 ないようですね。確認をお願いします。 

 次に、報告第６号「農業経営改善計画（認定農業者）の認定」について、事務

局から説明をお願いします。 

 

事 務 局 報告第６号（Ｐ３７）を説明する。 

〔農業経営改善計画（認定農業者）の認定について〕 

 

案件は１件です。認定の新規申請になります。 

□□□□□で□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□複合経営をされている□□□□□□□□□□につきまし

て、農業の経営拡大及び利益率の向上など、改善に向けた取り組みをされている

ことから、問題はなく、認定農業者として「おおむね適切である」と農業委員会

から市長へ回答していました。 

その結果として、令和８年６月３０日付けで新規認定したと市長から農業委員

会へ通知がありましたので、ご報告いたします。 

 

議  長 ありがとうございます。何かご質問等ございませんか。 

 

各 委 員 ・・・。 

 

議  長 ないようですね。確認をお願いします。 

 以上で、本日の議題は、すべて終了しました。 

全体を通して、何かございますか。 

 

各 委 員 ・・・。 

 

議  長 それでは、本日の会議はこれで終了します。ありがとうございました。 

 

 （午後３時１７分 終了） 

 

  

  



 

 

議事録署名委員 

 

（議  長）       田 靡 仁 志 

                                 

 

（署名委員）       後 藤 明 彦 

                                 

 

（署名委員）       小 林  隆 

                                 


